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SDGｓプロジェクト開始！！
限定30台 特別価格にて販売します

値
上
げ
浸
透
急
ぐ

原
料
価
格

再
び
上
昇

収
益
環
境
厳
し
く

日本製鉄が国交大臣賞受賞
日本オープンイノベーション大賞日本オープンイノベーション大賞

鉄鋼メーカー初 高延性厚鋼板で

新
報
国
製
鉄
が
商
号
変
更

新
報
国
製
鉄
が
商
号
変
更

「
新
報
国
マ
テ
リ
ア
ル
」に

阪和興業

専
務
に
篠
山
氏
就
任

内
藤
氏
が
執
行
役
員
に

取締役常務に石谷氏取締役常務に石谷氏

井田常務が
副社長に昇格

伊
藤
忠
丸
紅
鉄
鋼

三井物産
スチール

副
社
長
に
手
塚
常
務

国
定
氏
が
取
締
役
就
任

関
西
地
区
の
異
形
棒
鋼
メ
ー
カ
ー
が
売
り
腰
を
強
め
て
い
る
。
電
炉
主
原
料
と
な
る
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
価
格
が
再
び
上
昇
し
始
め
た
た
め
だ
。
原
料
高
に
対
し
て
1
―
3
月
期
は
製
品
値
上
げ

前
の
契
約
残
も
抱
え
て
い
る
上
に
、
今
後
は
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
の
高
騰
で
電
力
料
金

が
上
昇
す
る
公
算
が
大
き
い
。「
こ
の
ま
ま
で
は
4
月
以
降
も
厳
し
い
収
益
環
境
が
続
く
」（
地
区

電
炉
メ
ー
カ
ー
）
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
値
上
げ
分
の
市
場
へ
の
浸
透
を
急
ぐ
。

同
地
区
の
異
形
棒
鋼
の

市
中
相
場
は
、指
標
品（
メ

ー
カ
ー
直
送
）
で
ト
ン
当

た
り
7
万
5
0
0
0
円
前

後
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
関

東
を
中
心
に
大
幅
に
値
下

が
り
し
た
1
月
以
降
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
ホ
テ
ル
の
建
設
な
ど

が
低
迷
し
需
要
が
鈍
っ
て

い
る
こ
と
も
重
な
り
、「
先

安
を
見
越
し
て
一
部
で
ト

ン
7
万
2
0
0
0
―
7
万

3
0
0
0
円
前
後
と
メ
ー

カ
ー
の
提
示
価
格
よ
り
安

値
で
商
談
を
進
め
る
動
き

も
あ
っ
た
よ
う
だ
」（
商

社
）と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

た
だ
、
メ
ー
カ
ー
各
社

は
受
注
量
を
追
わ
ず
、
価

格
優
先
の
ス
タ
ン
ス
を
変

え
て
い
な
い
。
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
を
は
じ
め
と
す
る
コ

ス
ト
の
変
動
リ
ス
ク
や
振

れ
幅
が
あ
ま
り
に
も
大
き

く
、「
価
格
ス
テ
ー
ジ
も
変

わ
っ
た
。
安
定
的
な
再
生

産
と
製
品
供
給
の
た
め
に

は
ト
ン
8
万
円
相
場
を
目

指
す
必
要
が
あ
る
」（
地
区

電
炉
メ
ー
カ
ー
）と
話
す
。

電
炉
コ
ス
ト
の
変
動
性

が
増
し
て
い
る
最
大
の
要

因
は
中
国
だ
。
世
界
の
鋼

材
需
要
を
け
ん
引
す
る
中

国
は
自
国
の
鋼
材
生
産
を

増
や
す
一
方
、
世
界
各
国

か
ら
鋼
材
半
製
品
の
ビ
レ

ッ
ト
を
買
い
集
め
、
海
外

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
需
要
は

高
止
ま
り
し
て
い
る
。
さ

ら
に
中
国
は
今
年
か
ら
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
入
を
解
禁

し
、
よ
り
市
場
へ
の
影
響

度
合
い
を
増
し
た
。
中
国

が
進
め
る
電
炉
シ
フ
ト
で

電
極
や
合
金
鉄
、
耐
火
物

と
い
っ
た
副
資
材
価
格
も

高
止
ま
り
し
そ
う
だ
と
い

う
。そ

の
中
国
で
は
春
節

（
旧
正
月
）
明
け
か
ら
鋼

材
需
要
の
回
復
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
旧
正
月
直
前

か
ら
は
ビ
レ
ッ
ト
や
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
国
際
相
場
が

反
発
し
た
。
国
内
で
も
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
相
場
は
上
昇

基
調
に
転
じ
て
お
り
、「
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
が
値
下
が
り

前
の
価
格
水
準
ま
で
戻
る

か
、
さ
ら
に
以
前
の
相
場

を
突
き
抜
け
る
の
か
先
行

き
不
透
明
だ
」（
地
区
電
炉

メ
ー
カ
ー
）と
警
戒
す
る
。

―
―
昨
年
の
建
機
市
場

と
日
立
建
機
の
業
況
に
つ

い
て
。

「
コ
ロ
ナ
感
染
が
世
界

的
に
広
が
り
、
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
と
比
べ
、
ほ

と
ん
ど
の
建
機
稼
働
が
止

ま
っ
た
。
こ
の
中
で
当
社

は
ま
ず
在
庫
を
増
や
さ
な

い
よ
う
、
4
―
6
月
と
日

本
、
イ
ン
ド
、
中
国
と
生

産
を
落
と
し
た
。
こ
れ
で

本
年
度
上
期
は
在
庫
を
適

正
化
で
き
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
を
黒
字
に
持
っ
て

い
け
た
。
9
月
以
降
は
コ

ロ
ナ
の
第
2
波
が
出
た

が
、
欧
州
で
は
感
染
拡
大

の
中
で
も
機
械
稼
働
は
ほ

ぼ
落
ち
て
い
な
い
。
た
だ

稼
働
が
良
い
割
に
新
車
購

入
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
代

わ
っ
て
レ
ン
タ
ル
が
伸
び

て
い
る
」

―
―
来
年
度
見
通
し

は
。

「
来
年
度
の
建
機
需
要

は
本
年
度
よ
り
は
増
え

る
。
当
社
と
し
て
は
、
こ

の
準
備
に
当
た
る
」

―
―
中
国
は
。

「
本
年
度
は
増
加
し
た
。

年
度
ベ
ー
ス
で
見
る
と
春

節
が
通
常
の
2
―
3
月
か

ら
4
―
5
月
に
ズ
レ
た
た

め
、
本
年
度
は
2
度
、
春

節
が
あ
る
。
こ
の
結
果
、

需
要
増
と
な
っ
た
。
た
だ

し
、
来
年
度
に
つ
い
て
は

例
年
通
り
春
節
が
1
回
と

な
る
た
め
、
本
年
度
と
比

べ
て
大
き
く
伸
び
る
と
は

み
て
い
な
い
」

―
―
中
国
地
場
の
中
国

資
本
メ
ー
カ
ー
の
台
頭
が

著
し
い
。

「
中
国
市
場
の
販
売
で

脅
威
に
思
っ
て
い
る
。
か

つ
て
よ
り
能
力
は
高
い
。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

の
4
兆
元
の
景
気
対
策
に

よ
っ
て
地
方
都
市
で
の
農

業
振
興
、
住
宅
建
設
で
建

機
需
要
が
増
加
、
こ
れ
に

伴
っ
て
自
分
で
建
機
を
購

入
し
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
個
人
事
業
者
の
参
入

が
増
え
た
。
中
に
は
数
台

を
抱
え
る
有
力
事
業
者
も

出
て
き
て
い
る
。
従
来
は

わ
れ
わ
れ
の
取
引
先
は
土

木
専
門
の
建
設
業
者
だ
っ

た
が
、
こ
う
し
た
新
規
有

力
事
業
者
に
も
販
売
し
な

い
と
市
場
で
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
こ
の
た
め
中
国
市
場

で
本
年
度
に
6
㌧
、12
㌧
、

20
㌧
の
機
能
を
絞
っ
た
土

木
専
用
建
機
を
発
売
し

た
。
品
質
を
維
持
し
な
が

ら
、ま
ず
数
十
台
を
売
り
、

顧
客
の
反
応
を
見
た
い
。

東
南
ア
ジ
ア
市
場
も
同
様

の
方
向
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ

で
も
販
売
を
考
え
た
い
」

「
中
国
市
場
は
排
ガ
ス

規
制
が
い
つ
実
施
さ
れ
る

の
か
に
よ
っ
て
、2
、3
年

先
の
動
向
が
変
わ
っ
て
く

る
。
規
制
方
法
は
生
産
規

制
、販
売
規
制
、使
用
規
制

が
考
え
ら
れ
る
。
日
米
欧

の
排
ガ
ス
規
制
は
生
産
規

制
だ
っ
た
が
、
中
国
は
ま

だ
実
施
年
度
、
規
制
方
法

と
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。

仮
に
販
売
規
制
、
使
用
規

制
と
な
っ
た
場
合
、
現
状

の
規
格
で
は
規
制
後
、
購

入
、
使
用
が
で
き
な
く
な

る
た
め
、
新
規
規
制
の
対

応
機
種
が
販
売
さ
れ
る
ま

で
買
い
控
え
が
出
る
だ
ろ

う
。
生
産
規
制
と
な
っ
た

場
合
は
、
対
応
機
種
は
価

格
的
に
高
く
な
る
た
め
、

逆
に
規
制
前
に
購
入
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
る
。
規
制

内
容
に
よ
っ
て
需
要
動
向

は
変
化
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
、
柔
軟
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

―
―
マ
イ
ニ
ン
グ
需
要

は
。「

ま
だ
厳
し
い
。
鉄
鉱

石
、
銅
は
忙
し
い
が
、
石

炭
は
豪
州
東
部
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
伸
び
て
い
な

い
。
当
社
グ
ル
ー
プ
の
生

産
も
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
は
米

国
の
住
宅
関
連
を
は
じ
め

欧
米
と
伸
び
、
海
外
で
は

フ
ル
生
産
の
工
場
も
あ

り
、来
年
度
も
続
き
そ
う
。

中
型
ク
ラ
ス
も
増
え
る
見

込
み
で
、
土
浦
工
場
な
ど

来
春
か
ら
フ
ル
生
産
の
見

通
し
だ
。
し
か
し
、
マ
イ

ニ
ン
グ
は
生
産
が
増
え
る

の
は
来
夏
以
降
だ
ろ
う
」

―
―
マ
イ
ニ
ン
グ
の
取

り
組
み
は
。

「
鉄
鉱
石
、
銅
な
ど
ハ

ー
ド
ロ
ッ
ク
を
強
化
す

る
。
北
米
を
は
じ
め
豪
州

な
ど
石
炭
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。イ
ン
ド
、ア
フ
リ

カ
な
ど
で
は
引
き
続
き
電

力
源
と
し
て
石
炭
火
力
は

中
心
と
な
る
だ
ろ
う
が
、

Ｃ
Ｏ
2
（
二
酸
化
炭
素
）

削
減
の
た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
石
炭
需
要
は
下

が
っ
て
い
く
。
鉱
種
と
し

て
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
と
併
行

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
」

「
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
の
ポ

イ
ン
ト
は
南
米
。
当
社
で

は
北
、
中
、
南
米
は
提
携

す
る
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
ア
が

受
け
持
っ
て
い
る
。た
だ
、

不
得
意
な
面
も
あ
り
、
今

後
ど
う
す
る
か
話
し
合
っ

て
い
る
。
マ
イ
ニ
ン
グ
は

3
6
5
日
、
24
時
間
稼
働

と
な
り
、
新
車
の
生
産
、

販
売
の
ほ
か
、
部
品
を
含

め
た
サ
ー
ビ
ス
が
重
要
と

な
る
。
わ
れ
わ
れ
が
肩
代

わ
り
す
る
ス
キ
ー
ム
も
あ

る
。
鉱
物
が
多
様
化
す
る

中
で
、
南
米
エ
リ
ア
で
パ

ー
ト
ナ
ー
と
う
ま
く
手
を

組
ん
で
進
め
て
い
き
た

い
。
当
社
で
は
ア
フ
リ
カ

に
は
ザ
ン
ビ
ア
に
修
理
工

場
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
は

事
務
所
を
置
き
、
日
本
人

を
駐
在
さ
せ
て
い
る
。
南

米
で
も
開
発
の
こ
と
が
分

か
る
日
本
人
を
置
く
こ
と

も
考
え
る
。
顧
客
と
の
デ

ィ
ー
ル
（
取
り
引
き
）
に

応
じ
、
踏
み
込
ん
で
対
応

し
て
い
く
。
当
社
グ
ル
ー

プ
に
は
ブ
ラ
ッ
ド
ケ
ン

社
、
Ｈ
―
Ｅ
パ
ー
ツ
社
と

サ
ー
ビ
ス
、
部
品
の
会
社

を
擁
し
、
こ
れ
ら
は
南
米

に
も
展
開
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
も
使
い
、取
り
組
む
」

―
―
電
動
化
の
取
り
組

み
は
。

「
欧
州
で
は
ド
イ
ツ
に

開
発
会
社
を
持
ち
、
開
発

を
進
め
て
い
る
。2
㌧
、8

㌧
の
機
種
を
手
掛
け
、
8

㌧
は
欧
州
で
20
―
30
台
の

規
模
だ
が
、
販
売
を
始
め

た
。
日
本
で
は
5
㌧
機
種

を
来
年
度
に
は
顧
客
に
使

っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て

い
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
能
力

を
考
え
る
と
、
ミ
ニ
シ
ョ

ベ
ル
か
ら
進
め
る
こ
と
に

な
る
」

（
藤
原

直
）

日
立
建
機
は
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
事
業
の
強
化
、
深
化
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
、
変
化

に
強
い
企
業
体
質
の
形
成
を
経
営
戦
略
の
柱
に
据
え
、
国
内
工
場
、
研
究
開
発
体
制
の
再
編
、
技

術
開
発
強
化
な
ど
事
業
推
進
す
る
。
マ
イ
ニ
ン
グ
（
鉱
山
機
械
）
事
業
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
石
炭
需
要
の
減
少
を
想
定
し
、
鉄
鉱
石
・
銅
・
ニ
ッ

ケ
ル
な
ど
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
へ
の
注
力
を
標
榜
。
南
米
な
ど
重
点
地
域
で
の
展
開
拡
大
を
図
る
。
環

境
対
応
と
し
て
建
機
の
電
動
化
も
加
速
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
終
息
は
見
え

ず
、
米
中
貿
易
摩
擦
の
長
期
化
な
ど
不
透
明
感
も
強
ま
る
中
、
平
野
耕
太
郎
社
長
に
建
機
市
場
の

見
通
し
と
今
後
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
。

日
本
製
鉄
は
18
日
、
第

3
回
「
日
本
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
賞
」
の

国
土
交
通
大
臣
賞
を
高
延

性
厚
鋼
板
Ｎ
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
―

Ｈ
ｕ
ｌ
ｌ
（
エ
ヌ
セ
ー
フ

・
ハ
ル
）の
開
発
・
実
用
化

が
「
海
洋
油
濁
防
止
の
た

め
の
耐
衝
突
・
座
礁
性
に

優
れ
た
高
延
性
厚
鋼
板
の

開
発
・
実
用
化
」と
し
て
、

海
上
・
港
湾
・
航
空
技
術

研
究
所
、
今
治
造
船
、
日

本
海
事
協
会
と
共
同
で
受

賞
し
た
と
発
表
し
た
。
鉄

鋼
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
初

の
受
賞
で
、
鋼
材
特
性
を

高
め
、
理
想
的
金
属
組
織

に
よ
り
従
来
鋼
よ
り
5
割

以
上
の
高
い
伸
び
値
を
持

つ
高
延
性
厚
鋼
板
を
開

発
、
実
船
適
用
し
、
船
舶

の
衝
突
時
の
油
漏
洩
防
止

と
安
全
性
向
上
に
つ
な
げ

た
点
が
評
価
さ
れ
た
。

「
日
本
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
大
賞
」
は
今

後
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し

て
期
待
さ
れ
る
先
導
性
や

独
創
性
の
高
い
取
り
組
み

を
表
彰
す
る
。

Ｎ
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
―
Ｈ
ｕ
ｌ

ｌ
は
製
鋼
工
程
（
溶
鋼
の

造
込
み
）
で
の
不
純
物
と

介
在
物
を
低
減
、
微
細
分

散
し
、
熱
加
工
プ
ロ
セ
ス

Ｔ
Ｍ
Ｃ
Ｐ
を
活
用
し
て
金

属
組
織
の
微
細
分
割
や
伸

び
の
阻
害
要
因
を
排
除
、

理
想
的
金
属
組
織
を
達

成
。
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来

比
5
割
以
上
の
高
い
伸
び

値
を
擁
す

る
。
超
大
型

原
油
タ
ン
カ

ー
（
Ｖ
Ｌ
Ｃ

Ｃ
）
7
隻
を

含
め
、
既
に

31
隻
の
船
舶

に
適
用
さ
れ

て
い
る
。

受
賞
は
コ

ン
セ
プ
ト
提

案
、
材
料
開

発
、
実
機
製
造
、
認
証
制

度
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公

開
な
ど
一
連
の
取
り
組
み

を
4
社
が
連
携
し
て
実
施

し
、
新
鋼
材
の
Ｎ
Ｓ
ａ
ｆ

ｅ
Ｈ
ｕ
ｌ
ｌ
実
船
適
用
の

実
現
が
対
象
と
な
る
。

受
賞
者
は
、
海
上
・
港

湾
・
航
空
技
術
研
究
所
海

上
技
術
安
全
研
究
所
海
難

事
故
解
析
セ
ン
タ
ー
セ
ン

タ
ー
長
の
山
田
安
平
氏
、

日
本
製
鉄
鉄
鋼
研
究
所
厚

板
・
形
鋼
・
鋼
管
研
究
部

主
幹
研
究
員
の
市
川
和
利

氏
、
同
厚
板
技
術
部
厚
板

商
品
技
術
室
の
小
田
直
樹

氏
、
今
治
造
船
執
行
役
員

の
紙
田
健
二
氏
、
日
本
海

事
協
会
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
の
船
津
裕
二
氏
。

日
鉄
で
は
技
術
と
モ
ノ

づ
く
り
の
力
を
通
じ
て
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
合
致
し
た

活
動
「
海
の
豊
か
さ
を
守

ろ
う
」
を
促
進
す
る
方
針

だ
。

新
報
国
製
鉄
は
18
日
、

同
日
開
催
の
取
締
役
会
で

商
号
の
変
更
及
び
定
款
の

一
部
変
更
を
決
議
し
た
と

発
表
し
た
。
10
月
1
日
付

で
商
号
を
「
新
報
国
マ
テ

リ
ア
ル
株
式
会
社
」と
し
、

こ
れ
に
伴
い
定
款
も
一
部

変
更
す
る
。
正
式
に
は
3

月
25
日
開
催
予
定
の
定
時

株
主
総
会
で
決
め
る
。

同
社
は
1
9
3
9
年
、

旧
三
徳
工
業
川
越
工
場
の

特
殊
鋼
製
造
部
門
と
し
て

創
業
。
報
国
製
鉄
と
対
等

合
併
し
た
49
年
に
法
人

化
、現
社
名
と
し
て
い
る
。

新
報
国
製
鉄
は
特
殊
鋼

メ
ー
カ
ー
と
し
て
顧
客
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ

ー
メ
ー
ド
の
金
属
材
料
を

開
発
・
製
造
し
て
お
り
、

使
用
環
境
に
最
適
な
材
料

を
提
供
で
き
る
独
自
の
開

発
力
を
駆
使
し
、
市
場
に

新
報
国
ブ
ラ
ン
ド
が
定
着

し
て
い
る
。同
社
は
今
後
、

金
属
材
料
を
は
じ
め
、
幅

広
い
機
能
性
材
料
を
提
供

で
き
る
企
業
と
し
て
、
さ

ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、

商
号
の
変
更
を
決
め
た
。

な
ど
を
経
て
、
20
年
4
月

に
現
職
。
65
年
3
月
17
日

生
ま
れ
、
北
海
道
出
身
。

関
連
人
事
4
面

阪
和
興
業
は
18
日
、
取

締
役
専
務
執
行
役
員
に
篠

山
陽
一
取
締
役
常
務
執
行

役
員
が
就
任
す
る
な
ど
の

4
月
1
日
役
員
人
事
を
発

表
し
た
。

新
執
行
役
員
に
内
藤
憲

治
理
事（
91
年
早
大
商
卒
）

が
就
任
。
片
岡
秀

樹
執
行
役
員
は
6

月
23
日
付
で
退
任

す
る
。

関
連
記
事
4
面

伊
藤
忠
丸
紅
鉄
鋼
は
18

日
、
代
表
取
締
役
副
社
長

に
井
田
陽
彦
取
締
役
常
務

執
行
役
員
（
80
年
東
大
経

卒
、
丸
紅
入
社
）
が
昇
格

す
る
な

ど
の
4

月
1
日

付
役
員

人
事
を

発
表
し

た
。新

任

取
締
役

に
石
谷

誠
執
行

役
員
・

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
社
長
（
84
年
東

大
法
卒
、
丸
紅
入
社
）
が

就
任
し
、
常
務
執
行
役
員

に
昇
格
。
新
任
執
行
役
員

は
、
宮
尾
十
基
雄
・
台
湾

伊
藤
忠
丸
紅
鋼
鉄
貿
易
董

事
長（
86
年
東
京
外
大（
中

国
語
）
卒
、
伊
藤
忠
商
事

入
社
）、鈴
木
秀
治
・
Ｃ
Ｓ

Ｏ
代
行
兼
事
業
総
括
部
長

（
85
年
早
大
政
経
卒
、
丸

紅
入
社
）
の
2
氏
。

石
谷
氏
は
職
能
担
当
、

新
組
織
と
な
る
経
営
戦
略

・
人
総
本
部
長
を
兼
務
す

る
。
鋼
材
第
三
本
部
長
に

田
中
聡
執
行
役
員
中
国
総

代
表
が
就
き
、
後
任
の
中

国
総
代
表
に
宮
尾
氏
が
就

く
。
兼
田
智
仁
代
表
取
締

役
会
長
、
田
中
康
博
執
行

役
員
鋼
材
第
三
本
部
長
は

3
月
31
日
付
で
退
任
し
、

兼
田
氏
は
4
月
1
日
付
で

相
談
役
に
就
任
す
る
。

関
連
記
事
4
面

三
井
物
産
ス
チ
ー
ル

は
、
代
表
取
締
役
副
社
長

に
手
塚
敏
之
取
締
役
常
務

執
行
役
員
が
就
任
し
、
国

定
正
伸
常
務
執
行
役
員
が

取
締
役
常
務
執
行
役
員
に

就
く
。
4
月
1
日
付
人
事

異
動
で
、
三
井
物
産
が
17

日
に
発
表
し
た
。

関
連
人
事
4
面

北
日
本
・
日
本
海
側
を
中
心
と
し

た
暴
風
雪
と
福
島
県
沖
で
発
生
し
た

地
震
に
よ
る
交
通
網
へ
の
影
響
で
本

紙
の
配
送
が
広
い
地
域
で
困
難
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。「
日
刊
産
業
新
聞
」

の
電
子
版
「
日
刊
産
業
新
聞
Ｄ
Ｉ
Ｇ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
」
を
き
ょ
う
19
日
午
前
6

時
か
ら
無
料
公
開
し
ま
す
。
案
内
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
産
業
新
聞
」

ま
で
。
読
者
の
皆
さ
ま
に
は
事
情
ご

推
察
の
上
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

株
式
会
社
産
業
新
聞
社

最
近
、ト
ヨ
タ
・
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
の
広
告

を
見
か
け
る
。
昨
年
12
月
に
フ
ル
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
を
行
い
、
ち
ょ
う
ど
政
府

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
提
唱
を

背
景
に
、
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
て

い
る
。
燃
料
電
池
車
と
し
て
Ｃ
Ｏ
2
を

排
出
し
な
い
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
は
、
次
の
主
力
車
両
と

注
目
さ
れ
て
い
る
▼
九
州
経
済
産
業
局
な
ど
主
催

に
よ
る
「
九
州
水
素
・
燃
料
電
池
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
1
月
28
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
そ

こ
で
は
国
の
施
策
や
地
方
自
治
体
お
よ
び
企
業
の

取
り
組
み
、
九
州
の
役
割
と
い
っ
た
将
来
像
が
語

ら
れ
た
。
九
州
、
特
に
福
岡
県
は
九
州
大
学
を
中

心
に
産
官
学
の
取
り
組
み
で
世
界
最
先
端
を
行
く

▼
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
燃
料
電
池
車
を
乗
用
車
か

ら
商
用
車
ま
で
拡
大
、
船
舶
や
飛
行
機
、
鉄
道
車

両
へ
の
燃
料
電
池
搭
載
、
水
素
発
電
や
水
素
還
元

製
鉄
と
い
っ
た
プ
ラ
ン
を
紹
介
。
水
素
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
を
機
に
、
産
業
界
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

を
感
じ
た
。
た
だ
し
、
実
現
に
は
規
制
緩
和
と
も

う
一
歩
の
技
術
革
新
が
必
要
だ
ろ
う
▼
脱
炭
素
化

の
世
界
で
は
、
水
素
が
主
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
鋼
材
や
非
鉄
金
属
は
、
水
素
で

稼
働
す
る
ト
ラ
ッ
ク
や
重
機
、
加
工
機
で
運
搬
、

加
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

きょうの紙面

銅電線出荷
1月6.5％減5万㌧

越ＣＣ第2工場完成
ＪＦＥ商事は18日、ベトナ
ムのコイルセンター、ＪＦＥ
商事スチール・ハイフォンの
第2工場が完成し、2月に稼
働を開始したと発表した。

高砂金属工業
ＢＨ加工設備増設

島根県鐵工会
組織改革し基盤づくり

マーケット情報
三菱UFJ銀行
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現地17日セツル、ドル
�
�
�
�

18日、円
�
�
�
�

12面 非鉄ニュース

2面 鉄鋼ニュース

3面 鉄鋼ニュース

5面 西日本ネットワーク

106．74
128.91
16．75

8413．5
2096．5
18704．0
2810．0

56.10
1,526.5
1,102
631

東証終値

18日10時
ドル
ユーロ
人民元

銅
アルミ
ニッケル
亜鉛

30,236.09
日本製鉄
JFEHD
神戸製鋼

LME相場

外為TTS

関西異形棒メーカー

電子版を無料公開

ＮＳａｆｅ―Ｈｕｌｌ適用部位

先
行
き
電
力
高
の
公
算
大

日
刊
産
業
新
聞
21
・
2
・
19

南米で提携先と展開拡大

篠
山
氏

内
藤
氏

石
谷
氏

日立建機の経営戦略を聞く日立建機の経営戦略を聞く

2021.2.19

鉱
山

機
械

ハハ
ーー
ドド
ロロ
ッッ
クク
強強
化化

平
野
耕
太
郎
社
長

井
田
氏


